
乳歯は、一定期間使うと永久歯に生え替わります。

短い期間に子供の成長において多くの大切な役割を果たしています。

乳歯の役割は「噛むこと」、「発音」、「永久歯の誘導」と

大きく三つあります。

　　噛　む よく噛むことは、子供の成長･発達に

必要な栄養が効率よく吸収され、

脳の発達にも役立つと言われています。

　　発　音 たくさんの言葉を学習する幼児期は、

歯が健康であることで正しくはっきりとした

発音が可能になります。

　　永久歯へ 乳歯から永久歯に生え変わる時期には、

　　の誘導 乳歯の根は吸収されて次に生えてくる

永久歯を誘導します。そのため、乳歯が                 乳歯は永久歯に生え変わるので、

早期に虫歯で脱落していると不正咬合の                 虫歯になってもいいとは限りません

原因になる場合があります。

　　　　　各年齢に応じて これから成長する大切な生えたての歯。

定期的なケア、お口の中の状態に合わせた

ブラッシング指導・フッ素で歯質強化 フッ素塗布が大切な時期。

正しい食習慣の指導・カリエスリスク

を調べられます。 大人の歯と子供の歯がお口の中にあるデリケート

な時期。１～３か月に１度の定期的なケアと

一緒に楽しみながら歯の大切さを おうちの人の協力がとても重要な時期です。

学んでいきます。

これから一生使う大人の歯が生えそろう時期。

しっかり自分の力でケアできること、

生涯大切に自分の歯を守れるように

歯科医院でのケアを習慣づけることが大切です。

定期的にフォローアップする事で、大切なお子様の歯を虫歯から守ります。

お子様の歯の事でお悩みの方、是非一度当医院にご相談下さい。

＜年齢に合わせた虫歯予防　　虫歯のない今こそ！＞
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